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2)-5  (P)　　 骨 形 成 ・骨 吸 収 に 及 ぼ す ビ タ ミ ン Ｃ 欠 乏 の 影 響

○吉井映美子　井出理江　 塚本幾代( 奈良女大)

[目的] ビタミンC(V.C) の欠乏症としては、壊血病が代表的なものであるが、骨への

影響も又大きいことが知られている。しかし、v.c 欠乏がどのように骨に作用するかは、

生体のレベルで、十分には明らかにされていな い。遺伝的にＶ．Ｃ合成能を欠損したODS

ラットを用いて、v.c 欠乏が骨形成と骨吸収に与える影響を、in ｖiｖｏで調べた。

[方法] ＯＤＳラット(12 週令､雌)をＶ．Ｃ欠乏食で2,3,4 週間飼育し(C2,  C3,  C4 群),

体重測定と１週間毎の24 時間尿を採取し、尿中Hyp 量を測定した。飼育後、血液と大腿

骨と脛骨を採取し、骨の軟Ｘ線撮影、血清中と骨中のアルカリホスフアターゼ(ALP) 活性、

酒石酸耐性酸性ホスフ アターゼ(TRAP) 活性、Ca 及びP の測定、骨のHyp を定量した。

[結果] 体重減少はC4 のみに見られた。 尿中Hyp は、Ｖ.C 欠後1,2 週で1.4 倍に増加し、

3,4 週で60,  40% に減少した。骨の軟Ｘ線の結果、大腿骨と脛骨の膝関節部の骨幹端に

おいて、C  2で既にCa の減少が認められ、C3,  C4 では、対照群の20 ～30 ％に減少した。

C3,  C4 では血清中のALP 活性の減少とともに、TRAP 活性の上昇、Ca とP濃度の増加が認

められた。しかし骨(骨端と骨幹端)ではALP 活性の減少は見られず、TRAP 活性のみが上

昇した。骨のHyp 量は、Ｃ欠２週間以内に対照群の約５０％となり、以後４週までそのレ

ベルを保持した。即ち、体重減少を伴わない初期のＶ．Ｃ欠乏において、骨のHyp の減少

とともに、骨吸収活性が上昇することによって、骨量の低下がおこったと思われる。

2P-6(P) 跳躍負荷の時刻がメスラットの骨・筋に及ぼす効果
○末田香里＊　 大森幸子＊＊　（名女大＊、名大環研＊＊）

（目的）　跳躍などの最大無酸素運動のパーフォーマ
り午後のほうがすぐれていることが報告されている。

骨・筋に及ぼす影響を雌ラットにおいて検討した。

ンスに時刻の影響があり、午前中よ
負荷時刻を変えた場合の跳躍運動の

（方法）　四週齢のF344/NSIC雌性ラットを室温22±re 、相対湿度65±2%、照明7:00a. m.
～7:00 p. m.の人工灯の環境下で個別ゲージで飼育した。餌・水は自由摂取とした。　ラット

は対照群（7匹）と運動群に分け、さらに運動群は、寝る前運動群 跳m 負荷９時a. m.     7
匹）と目覚め運動群（6時.p.m.     7匹））に分けた。運動群には高さを18 cmからAOcmまで順

次上げ50回／日、週5回跳躍運動を8週間負荷した。　１週間ごとに24時間尿を採取した。運

動負荷終了 の翌日エーテル麻酔下で採血し、臓器を摘出した。
（結果・考察）　1. 骨・筋： 運動群で大腿骨骨径は大きく、大腿骨骨長は短かくなる傾

向にあった。頚骨の骨径、骨長は三群間で差はなかった。大腿骨脱脂乾燥重量、灰化重量、
骨中カルシウム量は運動群で重くなった。頚骨も同じ傾向にあった。 ヒフク筋重量、ヒラ

メ筋は、いずれも運動群でわずかに高かった。

2. 骨代謝：骨中アルカリ性ホスファターゼ活性は三群間で差はなく、骨中酒石酸抵抗性
ホスファターゼ活性は運動群で低くなる傾向にあった。尿中カルシウ･ム排泄量の合計は運

動群で少なかった。尿中デオキシピリジノリン排泄量は三群間で差はなかった。
（ 結語）八週間の跳躍運動負荷により骨を増強する効果があった、一方負荷時刻による効

果の差は認められなかった。
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